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■ 今村部長

悪性腫瘍の場合、何らかの気になる所見がみられる

ことが多いと考えています。前立腺がんではPSA値

の上昇、膀胱がんでは血尿、腎がんでは超音波検査で

の異常所見などが代表的です。自覚症状がない、ある

いは症状が軽い場合には判断に迷われることもある

かと思いますが、そのような際にも、どうぞ躊躇なく

ご紹介ください。悪性疾患では、早期に専門的な治療

を開始することが重要です。

良性疾患では、排尿障害に対して投薬治療を行って

いるものの、十分な効果が得られないといったご相

談を多くいただいています。

地域の先生方に一次治療を行っていただいたうえ

で、薬剤の変更や追加のご提案も可能ですので、お困

りの際はぜひご相談ください。排尿障害に対しては

比較的安全に使用できる薬剤も増えており、状態が

安定している患者さんについては、引き続き地域の

先生方に診ていただければ幸いです。

患者さんにとって、当院への頻回な通院は負担と

なる場合もあります。今後も、日常的な診療は地域の

先生方にお願いしながら、専門的な対応が必要な場

面で当院が関わる形の医療連携を大切にしていきた

いと思います。

■ 今村部長

患者さんをご紹介いただく際には、どうぞ遠慮なさ

らずにお声がけください。医師同士が互いに助け合

いながら診療を行うことで、患者さんの利益につな

がる医療を提供していきたいと考えています。

■ 東センター長

尿路結石について、強い痛みや発熱を伴うなど、緊急

性が高い患者さんについては、速やかにご紹介くだ

さい。一方で、腎臓に結石があっても痛みや発熱が

なく、将来的な不安から相談される患者さんについ

ては、診療時間内での受診で対応可能です。ただ

し、結石は突然症状が出現することがあるため、注意

が必要です。

合併症を避け、患者さんの負担をできるだけ抑える

ためには、治療方法を慎重に選択することが重要です。

外来で行うESWLが適しているか、あるいは入院の

うえ内視鏡を用いるTULが適しているかは、患者

さんの状態によって判断しています。

当院では、年1回の受診を基本に、超音波検査や検尿、

症状の確認を行っていますが、地域の先生方が超音

波検査を得意とされている場合には、経過観察を

お任せしたいと考えています。

地域の先生と連携して、
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泌尿器科／尿路結石治療センター

経験と設備を活かし、結石患者さんの苦痛にいち早く応える

武田総合病院 泌尿器科では、尿路結石、悪性腫瘍、良性疾患を中心に、専門性の高い

泌尿器科診療を行っています。とりわけ尿路結石の治療には長年取り組んでおり、

年間約400例の診療にあたっています。新しい技術を積極的に導入し、近畿圏を中心

に遠方からの難症例にも対応するとともに、平日から土曜日まで、緊急の患者さん

を受け入れられる体制を整えています。

機能温存を軸に据えた、先進的でオールラウンドな泌尿器科診療

■ 東センター長

腎臓で形成された結石が尿管に流れて生じる尿管結

石は、強い痛みを伴う疾患です。当センターでは、

痛みで来院される患者さんに対し、可能な限り速や

かに治療を行い、早期に苦痛から解放することを

心がけています。私自身、30年ほど前のお正月に日直

をしていた際、救急搬送された尿管結石の患者さん

を元旦から手術した経験があります。

一方で、腎臓内にある結石については緊急性を慎重

に見極め、結石の種類や状態に応じて治療方針を

決定し、患者さんと相談のうえで治療時期を決める

のが一般的です。

尿路結石治療には約40年前から取り組んでおり、

難症例にも対応できるよう、既存の機器を活かしな

がら新しい機器も積極的に導入しています。装置ごと

に特性が異なるため、症例に応じて適切に使い分け

ることで、幅広いケースに迅速かつ的確に対応して

います。

■ 今村部長

当科は様々な尿路結石治療に対応しており、例えば

経尿道的尿路結石破砕術（TUL：Transurethral 

lithotripsy）は、内視鏡で観察しながら尿道から結石

を粉砕して回収する方法です。患者さんが日常生活

に戻りやすいように、なるべく短期間で退院できる

ようにしています。

体外衝撃波結石破砕術（ESWL：Extracorporeal 

Shock Wave Lithotripsy）は、体外から衝撃波を当て

て結石を破砕する治療で、外来で実施できる点が

特長です。

できるだけ患者さんの身体的負担を軽減できる

よう、一人ひとりの状態に応じた治療法を検討し、

慎重に治療を進めています。

ロボット支援下手術により、機能温存と患者負担の軽減を両立

■ 今村部長

当科では、ロボット支援下手術を積極的に行ってい

ます。ロボット支援下手術は腹腔鏡手術の発展型で、

ロボットを用いて器具を操作する点が特徴で、術者

の意図どおりに器具を操作できるため、細かな縫合

を含めた繊細な手技が可能です。これにより、従来は

切除が難しかった部位への対応や、組織の温存がし

やすくなりました。手術時間の短縮にもつながり、

患者さんの身体的負担を軽減できる点も特長です。

主に悪性疾患に対してロボット支援下手術を行って

いますが、良性疾患についても、保険収載されている

疾患を対象にロボットを活用しています。前立腺癌

の治療は、これまで開腹手術や腹腔鏡手術が中心で

したが、ロボット支援下手術に移行しました。また、

小児泌尿器科領域では、水腎症の手術にロボットを

使用しています。

当科にはロボット支援下手術を含む外科手技を安定

して行える医師が複数在籍しており、それぞれの

技量とマンパワーを活かしながら、迅速に手術対応

できる体制が整っております。

現在ロボット手術を含め、予定手術の待機期間は

おおよそ1～2か月です。結石手術など緊急性の高い

症例については、可能な限り早期に対応しています。

■ 今村部長

当科が特に大切にしているのは「機能温存」です。

私が医師になった頃は、治すことのみに焦点を合わ

せる考え方が主流でした。現在は、治療後も患者さん

ができるだけ元の生活に近い状態で過ごせることを

重視し、治療方針を立てています。

悪性腫瘍の治療では、ロボット支援下手術が尿道と

前立腺の境目ぎりぎりまで剥離し、尿道を温存でき

る点で有用です。当科では、ロボットの特性を活か

し、術後の尿失禁をできる限り抑えることを意識し

ながら、がん手術に取り組んでいます。

一方で、手術が順調に行われた場合でも、尿失禁が

生じることがあります。そうした患者さんに対して

「人工尿道括約筋埋め込み術」を行ってきました。

京都府内でも実施施設は限られており、現在も尿失

禁が高度な患者さんに対して、積極的に対応してい

ます。

良性疾患では、前立腺肥大症の治療を数多く行って

います。従来の治療では、前立腺切除に時間を要し、

出血が多いことが課題でした。当科で行っている

WAVE治療（経尿道的水蒸気治療）は、高温の水蒸気

により肥大した前立腺組織を壊死させ、1～3か月か

けて症状の改善を目指す低侵襲治療です。

また、私自身が小児泌尿器科を専門にしており、包茎

をはじめ、停留精巣や水腎症、膀胱尿管逆流症などの

疾患を多く診療しています。今後は、先天的な尿道形

成不全である尿道下裂の治療も始めていく予定です。

泌尿器科／尿路結石治療センター

大学病院との連携など、さらに詳しく掲載。
インタビュー全文はこちら！


